
 

 

 

 

 

第１回石川県感染症連携協議会における意見交換の概要について 

 

本日、開催した第１回石川県感染症連携協議会における意見交換の概要について、

下記のとおり、お知らせいたします。 

 

記 

 

〇主な意見 

〇医療提供体制の確保 

医療提供体制の確保に関しては、重症病床の確保や医療機関の機能分化・連携 

を進めるべき。 

 

 〇人材の養成・確保 

  コロナ対策に協力いただいた人材に今後も協力いただくために、定期的に資質 

向上のための機会を設けるべき。 

 

 〇保健所の逼迫 

  コロナ対策では、様々な業務が保健所に集中したことから、関係機関の役割分 

担を改めて整理すべき。 

 

〇情報の一元化、分析 

  コロナ対策では、調整本部に入院患者の情報を一元的に集め、入院調整等に活 

用したほか、石川県と金沢市で円滑な連携を図ることができた。 

 

〇ＤＸ化 

コロナ対策では、様々なＤＸ化が進んだが、新興感染症対策においては、さら 

なるＤＸ化を進めるべき。 

 

 〇高齢者施設等におけるクラスター対策 

  高齢者施設等と協力医療機関との連携協力に努めるべき。 
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